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球伽行唯識学派におけるこ諦説解釈の変遷

早烏 慧

二諦説は中観派の中心思想として知られ，一方珠伽行唯識学派の中心思想

としては三性説を挙げることができる. しかしながら，職伽行唯識学派の思

想体系においても二諦説は重要な思想であり，初期中観派の二諦説とは異な

る独自のニ諦説解釈が確認される.本発表では，従来あまり“注目されること

のなかった，瑞伽行唯識学派の二諦説解釈について，変遷という観点から考

察した.

先行研究において，中観派とは異なる瑞伽行唯識学派独自の二諦説解釈の

特徴として， r仮説の所依」を認める点が指摘されている.つまり，世俗と

いう言語表現がなされる際に，その仮説の原因たる所依を認めるこ諦説であ

る.金才権氏は，「仮説の所依を r依他起性』と位置付けたことから，職伽

行派の独自的な思想、である r三性説』が形成されたと推測される」と述べ

(rf中辺分別論』における三性説の研究.1，龍谷大学博士論文， 2008年.pp. 

67-68， fn.67.)，瑞伽行唯識学派の11'心思想である三性説形成のー要因とし

て，職伽行Pft識学派独自の二諦説，仮説の所依を認めるこ諦説を指摘する.

しかしながら，瑞伽行唯識学派独t'-Jの二締説解釈として別の解釈が指摘で

きる.三性説成立以降の瑞伽行唯識学派の文献においては，三性説に基づき

二諦説を解釈する用例が確認される.特に1I'r:t辺分別論』第三章「真実品」

は，根本真実たる三性説に基づき二諦説を説明し世俗・勝義をそれぞれ三

種に分類する.このうち，勝義はjJJ成実性のみによって示され，真.如， ~旦繋，

道の三種であるとされる.真如， ~旦繋のみならず，勝義を 11 的とする道もま

た勝義であるという解釈は非常に特殊なものであり，これは安慧の注釈によ
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って，円成実性解釈に起因するものであるとされる.このような二諦説解釈

は，初期中観派の文献には確認されない稔伽行I1fh識学派独自の解釈と考えら

れる.

従って，本発表では，職伽行唯識学派の二諦説解釈が

三性説形成と関連するこ諦説→三性説成立→三性説に基づき解釈される

こ諦説

というように変遷すると考えられることを指摘した.
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